






















































日本では 族扶助脈 の低下丁近 rT 共に歩む｣ということ1 警吾警言'b:三景 〕ソZ真言圭子左隣社会の連帯力の希薄化等によって.
芝禁 書ô芸忘警 ∴妄警荒さこ雷芸 t 留学生センター講師
生は言葉のハンディとともに,自国 -一一- 松 本 久美子
で持っていた自分を支えてくれるネノ
トワ-クを,ほほすべて失った状葱で日本という異文化の中
にあります｡地域社会及び大学内においても.孤立している
留学生が以外に多いのですノ国際交流活動も盛んになってき
て,E]常的な交流も行われるようになりましたが.まだま[=
その場限りであったり,表面的なお客様扱いの交流に終わ-)
でしまっている場合も見受けられます｡留学生からも.｢日
本人は親切ですが,友達になるのは牡しいですO｣ という声
を耳にしますOいつまで経ってもお客様 (外国人)としてし
か根ってもらえないというのです｡差別や偏見も存在します｡
学生から実際に受けた差別の話を聞くたびに,そんなことは
絶対に許せないと惰っていた私ですが,さて.自分の中に差
別や区別する気持ちは何もなかったでしょうか｡自分は学生
の立場になって考えていると思いながら,知らず知らずの内
に,日本的な考え方を学生に押し付けていることは,なかっ
たでしょうか｡授業のやりかたでも,いわゆる教師の立場を維
持 しようと思わず教師風を吹かせていたことはなかったでし上
うか｡
京都の民間の日本語学校で日本語を教え始めてから今まで
の間に,留学生との関わりの中で.それまで気づかなかった
自分を発見し.ずいぶん色々なことを学びましたO他人と関
わり,そのことによって自分自身と関わって行くことは,時
には人生を変えるほどの影響力を持ちます｡人として人との
関わりの中で変化していくことの面白さを私は知りましたO
ここに私が非常勤講師をしていた頃,教育実習へ行った大
学の後払 二あてた手紙を引用したいと思います｡
授業はとうでしたか｡人間相手ですから.しかも40人程の
生徒を相手に,立てた計画とおりに行くはずもなく.(計画と
おりに行くほうが変だと思いますが)墓穴を堀続けて落ち込
んでいるのでしょうか｡それとも.思ったよりうまくいってほっ
としているところでしょうかO
さて.憲法で保証されている最低限度の生活がおぼつかな
は非常に単純な人間かもLれませんC
2週間,大変でしょうが,気負わず
に頑張ってくたきい ｡結局この仕事,
相手を受け入れることで日分の領域
(だと思っているもの)が侵される恐怖から,とれだけ逃げ
ないでいられるかということが捗負のような気がLます,
数え始めたはかりの頃,すく自己中JLt的になる私は,教師
である自分が.たくさんの ｢助け｣を必要とする留学生から
いろいろなことを教わるとは考えていませんでした｡ひたす
ら留学生たちに日本語を教える一方で,それまで馴染みの薄
かった社会に触れ,様々な文化的背景を持つ人たちについて.
少しずつ理解を深めていきました｡
その中で学生から色々な相談を受けましたが.自分の胡ノ)
さを思い知らされることばかりでした∪特に非常勤講師とL
て教えていたころ,自分自身の生活に余裕のなかった私は,
F]本譜教育の現場で日々様々な国の異なった文化的背景を持
つ学生を目の前にして,異文化理解,異文化適応の困難さを
強く感じながら.生活面の問題については,た{=学生の話を
聞くことくらいしかできませんでしたo生活面のケアという
のは,ここまでということがありません｡日常における継続
的な支援が必要ですし,しかも留学生の抱える問題は多方面
に渡っています｡
荏.学内の先生方.事務の方々, E]本人の学生達.地域の
国際交流グループの方々なとが,様々な形で留学生を支援し
てくだきっています｡今私は自分にできることを過大評価せ
ず,かといって一人の力を軽視することなく,自分たちにで
きる事柄,期待したはとではなくても実行している事柄を確
認して.それをもっと大勢の人たちと分かち合うことができ
るようにしていけたらと思っていますO大きなことを言うよ
うですが,直接的な人と人との関わりの中で,同じ地域社会
の-貝として,助け合い.学び合いながら,異文化に対する
感性を磨き,また人間としての共通性を兄いだしつつ,｢共
に歩んでいける社会｣を少しづつでも目指して行けたらと思
うのです｡
(r学園だより』No.139(1998.1.23.長崎大学学生部)より転載)
